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A．研究目的 

 現在、小児の慢性疾患化した疾病構造や、個

別の需要に合わせた積極的な疾病予防と健康

増進による健康負担の軽減に、小児保健・医療

の果たす役割が求められている。本研究は、子

どもの成長・発達に関わる包括的なアプローチ

の必要性に着目し、集団（学校・教育施設）で

実施されている小児期の健康課題に関する介

入の有効性に関するエビデンスを網羅するこ

とが本研究の目的である。 

B．研究方法 

 本オーバービュー・レビューにおいては、学

校、幼稚園などの教育施設において集団で行わ

れている介入プログラムに関する系統的レビ

ューを対象とした。一般人口の子どもに対して

は、集団のアプローチが最も容易で効率的であ

り、研究実施のしやすさや、また機会の公平性

の観点からも、その効果が期待される。 

 本研究においては、Cochrane Database of 

Systematic Reviews 及び Campbell Libraryの2つ

のデータベースを用いて、対象となる系統的レ

ビューの検索を行った。この二つのデータベー

スは、それぞれ保健医療と教育分野において、

系統的レビューに特化したデータベースとし

て、その方法論の厳格さや質の高さが広く認識

されている（Moseley 2009 など）。 

1．検索及びスクリーニング 

• 研究デザイン：オーバービュー・レビュー

• 使用するデータベース：Cochrane Database

of Systematic Reviews 及び Campbell Library

本研究は小児の疾病構造の変化という背景の下で、子どもの成長・発達に関わる包括的なアプ

ローチの必要性に着目し、集団（学校・教育施設）で実施されている小児期の健康課題に関する

介入の有効性に関するエビデンスを包括的に検討した。Cochrane Databased of Systematic Reviews

及び Campbell Library の二つのデータベースを用いて、関連の介入研究の系統的レビューを検

索・収集し、オーバービュー・レビューを行った。メタ分析の実施等により、集団（学校・教育

施設）で実施されている介入プログラムの効果が報告されたテーマは、たばこ（喫煙開始の予

防）、薬物使用、望まない妊娠、男女間の暴力・虐待（知識・態度の向上）、うつ、虫歯、手洗い

の促進、学校給食（発展途上国）、問題行動、自尊心であった。いずれのテーマに関しても、効

果の持続性・継続性の評価が課題となっていた。また効果が確認されていないテーマについて

も、介入研究自体の少なさ、サンプルサイズの小ささが問題となっていることから、今後の研究

が期待される。 
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• 検索及びレビューの選択： 

Cochrane Database of Systematic Reviews に関

しては、表 1 の検索式を用いて検索を行った。

また Campbell Library に関しては、検索時点

（2017 年 11 月）で出版されていた全てのレビ

ュー（138 件）を対象にスクリーニングを行っ

た。スクリーニング及び採用するレビューの選

択は、2名の研究者が独立して行い、判断が異

なったものについては、第三者に意見を求めて

解決した。 

 

表 1 Cochrane Database of Systematic Reviews

の検索結果（2017/11/10） 

ID Search Hits 

#1 MeSH descriptor: [Infant] 

explode all trees 

15472 

#2 infant*:ti,ab,kw  1030 

#3 MeSH descriptor: [Child] 

explode all trees 

247 

#4 child*:ti,ab,kw  2082 

#5 MeSH descriptor: [Adolescent] 

explode all trees 

92849 

#6 adolescent*:ti,ab,kw  556 

#7 MeSH descriptor: [Young Adult] 

explode all trees 

273 

#8 young*:ti,ab,kw  595 

#9 MeSH descriptor: [Students] this 

term only 

2141 

#10 student*:ti,ab,kw  262 

#11 student*:ti,ab,kw  262 

#12 #1 or #2 or #3 or #4 or #5 or #6 

or #7 or #8 or #9 or #10 or #11  

2874 

#13 MeSH descriptor: [Schools] 

explode all trees 

2468 

#14 school*:ti,ab,kw  220 

#15 center*:ti,ab,kw  115 

#16 education*:ti,ab,kw  515 

#17 kinder*:ti,ab,kw  282 

#18 preschool*:ti,ab,kw  325 

#19 program*:ti,ab,kw  836 

#20 training*:ti,ab,kw  425 

#21 #13 or #14 or #15 or #16 or #17 

or #18 or #19 or #20  

1809 

#22 #12 and #21  992 

 

2．レビューの包含基準 

• Population： 

小児（3歳から 20歳前後） 

• Intervention： 

学校、幼稚園で実施された（school-based の）

あらゆる介入 

※研究によっては、家庭や地域での介入も

同時に行っているものもあるが、本レビュ

ーでは、学校、幼稚園での介入が、プログ

ラムの中心となっているものを対象とす

る。 

• Comparison： 

介入の不実施、または普段から実施されて

いるプログラムの実施 

• Outcome： 

健康課題（身体的・精神的・社会的） 

• レビューに含まれる研究デザイン： 

RCTs（対象者が、介入／コントロール群に

ラン ダムに割 り付けら れた研究 ：

Individual RCTs, Cluster-RCTs, Quasi-RCTs） 

• 除外するレビュー： 

ハイリスク児を対象としたもの、介入が子

ども以外の対象者のみに行われているも

の（親・教員など）、School-setting での RCTs

を含まないもの 

 

3．結果の記述 

 本研究に含めた系統的レビューは、介入のテ
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ーマやアウトカムの内容ごとにグループに分

け、結果をまとめた。結果は、メタ分析の結果

を中心に記載した。また、介入プログラムの種

類は、下記のように整理した。 

介入プログラムの種類： 

• School/ Classroom-based educational 

program

• Counselling/ Mentoring/ Therapy

• Activity/ Exercise

• Peer led interventions

• School rules/policies

• Subsidy/ Supply of specific goods

• Multicomponent interventions

• Other interventions (e.g. Incentive-based

programs)

（倫理面への配慮） 

本研究は既存の文献のとりまとめを行うた

め、倫理面の問題は特にない。 

C．研究結果 

1．スクリーニング結果 

 図 1 で示したように、Cochrane Database of 

Systematic Reviews 及び Campbell Library のデ

ータベースを用いて、本研究に関連する系統的

レビューの検索を行った結果、1130 件

（Cochrane Database of Systematic Reviews が

992 件、Campbell Library が 138 件、重複 26件）

が該当した。研究のタイトルとアブストラクト

でのスクリーニングを行った結果、1054 件が

除外された。除外の理由は、School-setting で行

われた RCT が含まれていないもの、教員や保

護者を対象に介入が行われていたもの、ハイリ

スク児（肥満児、被虐待児、慢性疾患患者など）

を対象としたもの、アカデミックスキルなど、

健康課題以外をアウトカムにしたものであっ

た。残った 50 件の論文に関してフルテキスト・

スクリーニングを行った結果、最終的に 36 件

の系統的レビューが本オーバービュー・レビュ

ーに含まれた。 

図 1．文献検索 

2．採用された研究の結果 

プログラムのテーマは、①たばこ、②アルコ

ール、③薬物使用、④生殖健康、⑤暴力・虐待、

⑥肥満、⑦摂食障害、⑧身体活動、⑨事故・け

が、⑩うつ、⑪いじめ、⑫むし歯、⑬健康全般、

⑭（問題）行動、⑮自尊心・自己効力感、に分

けられた。表 2は各プログラムの内容と効果を

まとめた。 

D．考察 

今回のオーバービュー・レビューにおいて、

メタ分析の実施等により、学校で実施されてい

る介入プログラムの効果が報告されていたテ

ーマは、たばこ（喫煙開始の抑制）、薬物使用、
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望まない妊娠、男女間の暴力・虐待（知識・態

度の向上）、うつ、むし歯、手洗い促進、学校

給食（発展途上国）、問題行動、自尊心、であ

った。反対に、効果が認められなかったテーマ

は、飲酒、性感染症予防、肥満、摂食障害、身

体活動の増加、事故・けが、いじめ、自己効力

感などであった。いずれのテーマに関しても、

効果の持続性・継続性が課題となっており、長

期的なフォローアップ調査の必要性が指摘さ

れていた。介入のプロバイダーは多様であり、

学校の教育者をはじめ、医療専門者、発達心理

専門者を含む。良い有効性を示した介入の特徴

をまとめると、比較的長く継続して行う、多様

な実施場所とプロバイダーが関わるものであ

る。一方で、効果が確認されていないテーマに

ついては、介入研究自体の少なさ、サンプルサ

イズの小ささが問題となっていることから、今

後の研究結果が重要となる。 

 本研究では、文献収集で利用したデータベー

スは、Cochrane Database of Systematic Reviews

及び Campbell Library の 2 種類のみであり、ま

た対象とした介入プログラムも、学校・教育施

設において集団で実施されたものに限定した。

そ の た め 、 今 後 は Cochrane Database of 

Systematic Reviews 及び Campbell Library 以外

のデータベースを用いて、また地域や家庭、ク

リニックなど、集団以外で実施されている子ど

もの健康課題に関する介入研究に関する系統

的レビューについても、文献検索・収集を行い、

政策提言の観点から、子どもに対する積極的予

防介入プログラムに関して、より包括的なエビ

デンスの整理を行いたい。 

 日本では、感染症に対する予防接種などに関

しては、集団としての予防的介入の重要性が広

く認識されているのに比べ、いじめや自傷行為、

自殺など、子どものメンタルヘルスの問題など

に関しては、個人あるいは個別の家族・学校の

問題として捉えられ、保健医療政策の観点から

の取組みが十分になされてきたとは言えない。

疾病構造の変化とともに、小児保健・医療提供

のあり方も転換期にあると言え、予防的視点に

立った、保健指導や介入方法の重要性が広く認

識される必要がある。教育現場への小児科医の

積極的な参加、また国及び地域レベルで子ども

の健康と発達に関わる色々な分野の関係者を

集めた包括的な話し合いの場の設定が必要と

なると考えられる。 

 ほとんどのシステマティック・レビューに含

まれていた介入研究は、その大半がアメリカ合

衆国で実施されていた。一方で、日本でのトラ

イアルに関する報告はなく（Excluded studies の

リストに記載された研究はあったが、「not in 

English」の理由で除外されていた（Piquero 

2010））、今後の研究が期待される。 

 

E．結論 

 本研究はこれまでのエビデンスを網羅して、

関連介入の在り方と有効性を検討した。今後、

関連の研究を日本で進めるほか、子どもの健康

と発達に向ける包括的なアプローチと多職種

の連携の可能性を検討する必要がある。 
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表
2．

採
用
さ

れ
た

介
入

研
究

の
内
容

と
効

果
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

内
容

 
効

果
 

た
ば

こ
、
ア

ル

コ
ー

ル
、
薬

物
 

た
ば

こ
に

関
す

る
レ

ビ
ュ

ー
が

2
件

、
ア

ル
コ
ー
ル

2
件
、

薬
物
使
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1
件

、
該
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し

た
。

介
入

の
対
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は
、

5
歳

か
ら
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歳

ま
で
の

児

童
・
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徒

で
あ

っ
た

。
介

入
プ

ロ
グ

ラ
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と

し
て

は
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/ 
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ss
ro
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-b
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ロ
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研
究

者
、
心
理
学

の
専
門

家
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
ワ

ー
カ

ー

な
ど

で
あ

っ
た

。
介

入
の

期
間

は
、

1
時
間

の
セ

ッ
シ

ョ
ン
の

み
実
施

し

て
い

る
も

の
か

ら
、

3
年

を
超
え

る
長
期

間
の

も
の

ま
で

、
研

究
に
よ

っ

て
大

き
な

幅
が

あ
っ

た
。

 

た
ば

こ
及

び
薬

物
使

用
の

研
究

に
お

い
て

、
C

om
bi

ne
d 

so
ci

al
 

co
m

pe
te

nc
e 

an
d 

so
ci

al
 i

nf
lu

en
ce

s 
ap

pr
oa

ch
の
有

効
性

が
報

告
さ
れ

て

い
た

。
こ

れ
は
、「

S
oc

ia
l c

om
pe

te
nc

e」
と
「

S
oc

ia
l i

nf
lu

en
ce

 a
pp

ro
ac

h」

を
組

み
合

わ
せ

た
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

S
oc

ia
l 

co
m

pe
te

nc
e 

ap
pr

oa
ch

は
、
パ

ー
ソ

ナ
ル

ス
キ

ル
や
ソ

ー
シ
ャ

ル
ス

キ
ル

が
低

い
こ

と
が

、
危

険

行
動

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

と
い

う
考
え

方
の

も
と

、
個

人
間

や
メ
デ

ィ
ア

の
影

響
か

ら
身

を
守

る
た

め
の

問
題
解

決
能

力
や

意
思

決
定

、
認
知

能
力

を
養

い
、
セ
ル

フ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
や
自

尊
心

を
高

め
る

こ
と

を
目
的

と
し

た
集

団
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。
ま

た
も

う
一

方
の

So
ci

al
 i

nf
lu

en
ce

 

ap
pr

oa
ch

は
、
リ
ス

ク
行

動
に

関
す
る

友
達

か
ら

の
プ

レ
ッ

シ
ャ
ー

や
危

険
な

状
況

へ
の

対
処

方
法
、
直

接
・
非
直

接
的

な
リ

ス
ク
行

動
へ
の

誘
い

を
断

る
効

果
的

な
方

法
な

ど
、
具

体
的

な
ス

キ
ル

を
教

え
る

こ
と
を

目
的

と
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
（

T
ho

m
as

 2
01

3）
。

 

T
ho

m
as

 e
t 

al
.（

20
13
）

に
よ

る
喫

煙
防

止
を

目
的

と
し

た
レ

ビ
ュ

ー
で

は
、

C
om

bi
ne

d 
so

ci
al

 c
om

pe
te

nc
e 

an
d 

so
ci

al
 i

nf
lu

en
ce

s 
ap

pr
oa

ch
に

よ
る

介
入

は
、
介
入

か
ら

1
年

以
上
経

過
し

た
時

点
で

の
非

喫
煙
率

に
効

果
的

で
あ

っ
た

と
報

告
さ

れ
て

い
る
（

O
R

 0
.8

8 
[0

.8
1,

 0
.9

6]
, P

 <
 0

.0
1,

 

I2  =
 1

7%
: 5

6 
R

C
Ts
）
。
ま

た
Fa

gg
ia

no
 e

t a
l.（

20
14
）
に
よ
る

薬
物
使

用

に
関

す
る

研
究

で
は

、
マ

リ
フ

ァ
ナ
使

用
を

防
止

す
る

効
果

が
報
告

さ
れ

て
い

た
（

R
R

 0
.8

3 
[0

.6
9,

 0
.9

9]
, P

 =
 0

.0
35

, I
2  =

 7
9%

: 6
 R

C
Ts

, n
 =

 2
69

10
, 

m
od

er
at

e 
qu

al
it

y）
。

 

生
殖

健
康

 
生

殖
健

康
に

関
す
る

研
究
と
し

て
は

、
H

IV
感
染

に
関
す
る

レ
ビ

ュ
研

究
間
の

異
質

性
の

高
さ

か
ら

、
メ
タ

分
析

を
行

っ
て

い
る

も
の
は
少
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ー
が

2
件

、
性

感
染

症
が

1
件

、
避
妊

に
関

す
る

も
の
が

3
件
、

該
当

し
た

。
介

入
の

対
象

は
、

9
歳

か
ら

24
歳

ま
で

の
子

ど
も
・

青
少
年

で

あ
っ

た
。

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

種
類

と
し

て
は

、
Sc

ho
ol

 -
ba

se
d 

ed
uc

at
io

na
l p

ro
gr

am
や

P
ee

r l
ed

 in
te

rv
en

tio
ns

が
主

で
あ
り

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
者

は
、

教
員

や
ピ

ア
リ

ー
ダ

ー
、

保
健

師
や

健
康

指
導

員

（
he

al
th

 e
du

ca
to

r）
な

ど
で

あ
っ

た
。

レ
ビ

ュ
ー

の
う

ち
一

つ
は

、

In
ce

nt
iv

e-
ba

se
d 

pr
og

ra
m

m
es
（

放
課

後
も

学
校

内
で

過
ご
す

こ
と
を

促

進
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
を

介
入

と
し
て

い
た
（

M
as

on
-J

on
es

 2
01

6）
。
介

入
の

期
間

は
、

1
セ

ッ
シ

ョ
ン
の

み
実
施

し
て

い
る

も
の

か
ら

、
3・

4
年

を
超

え
る

長
期

間
の

も
の

ま
で

、
研
究

に
よ

っ
て

大
き

な
幅

が
あ
っ
た
。  

な
く

、
全

体
的

に
、
学
校

で
の

性
教
育

に
関

し
て

、
明

確
な

有
効
性

を
示

す
レ

ビ
ュ

ー
も

少
な

か
っ

た
。
一
方

で
、

O
ri

ng
an

je
 e

t a
l.（

20
16
）
が

行

っ
た

分
析

で
は
、

M
ul

tip
le

 in
te

rv
en

tio
ns
（

性
に
関

す
る

教
育

活
動
と

避

妊
の

促
進
）
が

、
望

ま
な

い
妊

娠
を
減

ら
す

効
果

が
あ

る
と

報
告
し

て
い

る
（

12
 -

 3
6 

m
on

th
s 

fo
llo

w
-u

p:
 R

R
 0

.6
6 

[0
.5

0,
 0

.8
7]

, 
P 

<
 0

.0
1,

 I
2  

=
 

3%
:4

 in
di

vi
du

al
ly

 R
C

Ts
, n

 =
 1

90
5,

 M
od

er
at

e 
qu

al
ity

）
。

O
ri

ng
an

je
 e

t 

al
.（

20
16

）
の

レ
ビ

ュ
ー

で
も

、
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
多

様
性

に
よ

り

（
H

IV
/S

T
D

 
ed

uc
at

io
n,

 
co

m
m

un
it

y 
se

rv
ic

es
, 

co
un

se
lli

ng
, 

sk
ill

s-

bu
ild

in
g,

 c
on

tr
ac

ep
tiv

e 
di

st
ri

bu
tio

n
な

ど
）
、
ど

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
が
実

際

に
有

効
か

は
判

断
で

き
な

い
と

し
て
い

る
。

 

 

暴
力

、
虐

待
 

デ
ー
ト

D
V
（

da
tin

g 
vi

ol
en

ce
）
に
関

す
る

レ
ビ

ュ
ー

が
2
件

、
性

的

虐
待

に
関

す
る

も
の
が

1
件
、

該
当
し

た
。

介
入

の
対

象
は

、
12

歳
か

ら
25

歳
ま
で

の
子

ど
も
・
青
少

年
で
あ

っ
た
。
デ
ー
ト

D
V
に
関

す
る

2
件

の
レ

ビ
ュ

ー
に

含
ま

れ
た

介
入
研

究
は

、
す

べ
て

ア
メ
リ

カ
合
衆

国

で
行

わ
れ

て
い

た
（

計
61

 s
tu

di
es
）
。

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

種
類

は
、

S
ch

oo
l -

ba
se

d 
ed

uc
at

io
na

l p
ro

gr
am

や
P

ee
r l

ed
 in

te
rv

en
tio

ns
で
、

プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
者

は
、
教
員

や
養
護

教
諭
（

sc
ho

ol
 n

ur
se
）
、
ピ

ア
リ

ー
ダ

ー
、
カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

な
ど
の

学
外
の

専
門

家
で

あ
っ

た
。
介

入
の
期

間
は
、

1
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
み

の
実

施
か
ら
、

1
年

を
超

え
る
（

60
週
）
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
あ

っ
た

。
 

  

 
3
件
の

レ
ビ

ュ
ー

す
べ

て
で

、
コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
に

比
べ

て
、
介

入
群

の
対

象
者

の
性

暴
力

や
性

的
虐

待
に

関
す

る
知

識
が

有
意

に
向

上
し

て

い
た

と
報

告
さ

れ
て

い
た

。
一

方
で
、
実
際

の
暴

力
行

為
・
被

害
の

頻
度

や
、
効

果
の

持
続

性
に

関
し
て

は
、
今
後

の
研

究
が

必
要
で

あ
る
と

指
摘

さ
れ

て
い

た
。

 

肥
満
、
摂
食

障

害
、
身

体
活

動
 

肥
満

、
摂

食
障

害
、
身

体
活
動

に
関
す

る
レ

ビ
ュ

ー
が

、
そ

れ
ぞ
れ

1

件
ず

つ
該

当
し

た
。
介
入

の
対

象
は
、

3
歳

か
ら

20
歳

ま
で

の
子
ど

も
・

肥
満
（

W
at

er
s 

20
11
）
や

身
体
活

動
（

D
ob

bi
ns

 2
01

3）
に

関
す

る
レ
ビ

ュ
ー

で
は
、
介
入

の
有

効
性
を

報
告
す

る
研

究
は

見
ら

れ
る

も
の
の

、
レ

-　294　-



青
少

年
で

あ
っ

た
。
介
入

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

種
類

と
し

て
は

、
食
事

や
身
体

活
動

、
ボ

デ
ィ

イ
メ

ー
ジ

に
関

す
る

S
ch

oo
l/ 

C
la

ss
ro

om
-b

as
ed

 

ed
uc

at
io

n
や

、
そ

の
他

に
も
、

運
動
設

備
・

器
具

の
購

入
や

、
身
体

活

動
の

時
間

を
増

や
す

、
学

校
給
食

の
改
善

な
ど

、
多

様
な

介
入
プ

ロ
グ
ラ

ム
が

報
告

さ
れ

て
い

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

者
は

、
教

員
や

研
究

者

で
、
摂
食

障
害

に
関

し
て

は
精

神
科
医

や
心

理
学

者
も

含
ま

れ
て
い

た
。

介
入

の
期

間
は

、
1
日
の

み
の
も

の
か
ら

、
6
年
間

に
及

ぶ
長
期

間
の
も

の
ま

で
、

研
究

に
よ

っ
て

大
き

な
幅
が

あ
っ

た
。

 

ビ
ュ

ー
に

含
ま

れ
た

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

が
非

常
に

多
義

に
わ

た

る
こ

と
な

ど
か

ら
、
ど
の

プ
ロ

グ
ラ
ム

が
有

効
か

を
判

断
す

る
こ
と

は
難

し
い

と
し

て
い

る
。
ま
た

、
摂

食
障
害

に
関

す
る

レ
ビ

ュ
ー

で
は
、
介
入

の
有

害
性

は
報

告
さ

れ
て

い
な

い
も
の

の
、
メ
タ

分
析

の
結

果
、

B
M

I
や

食
事

行
動

な
ど

、
い

ず
れ

の
ア

ウ
ト
カ

ム
に

つ
い

て
も

有
意

な
効
果

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
と

報
告

し
て

い
る
（

P
ra

tt 
20

02
）。

 

安
全

 
事

故
・
け

が
に

関
す

る
研

究
と
し

て
は
、
ヘ
ル

メ
ッ

ト
使

用
に
関

す
る

レ
ビ

ュ
ー
が

1
件
、

交
通

事
故

が
1
件
、

事
故
・

け
が

全
般

に
関
す
る

も
の

が
2
件
、

該
当

し
た

。
介

入
の
対

象
は

、
5
歳
か

ら
19

歳
ま
で

の

子
ど

も
・

青
少

年
で

あ
っ

た
。

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

種
類

と
し

て
は

、

S
ch

oo
l -

ba
se

d 
ed

uc
at

io
na

l p
ro

gr
am

が
主

で
、

プ
ロ

グ
ラ
ム

の
実
施

者

は
、
教
員

や
事

故
予

防
の

専
門
家

な
ど
で

あ
っ

た
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト

使
用
に

関
す

る
レ

ビ
ュ

ー
で

は
、

介
入

と
し

て
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
配

布
や

助
成

を

行
っ

て
い

る
研

究
も

あ
っ

た
（

O
w

en
 2

01
1）

。
介

入
の

期
間

は
、

1
セ
ッ

シ
ョ

ン
の

み
実

施
し

て
い

る
も

の
か
ら

、
6
か
月

を
超

え
る
も

の
も
あ

っ

た
。

 

 
事

故
・

け
が

に
関

し
て

は
、

レ
ビ
ュ

ー
に

含
ま

れ
た

R
C

Ts
の
数

が
少

な
く
、
す
べ

て
の

レ
ビ

ュ
ー
に

お
い
て

、
介
入

の
効

果
に
関

す
る
エ

ビ
デ

ン
ス

の
不

足
が

指
摘

さ
れ

て
い

た
。

D
up

er
re

x 
et

 a
l.（

20
02
）
は

、
交

差

点
の

渡
り

方
と

い
っ

た
B

eh
av

io
ur

や
K

no
w

le
dg

e
の

向
上
は

報
告
さ

れ

て
い

る
も

の
の
、
接
触

事
故
や

け
が
の

発
生

頻
度

、
ま
た
長

期
的
な

効
果

に
関

し
て

は
情

報
が

不
十

分
で

あ
る
と

指
摘

し
て

い
る

。
 

う
つ
、
い
じ

め
 

う
つ

に
関

す
る

レ
ビ

ュ
ー
が

1
件

、
い

じ
め

が
1
件
該

当
し

た
。
う

つ
に

関
す

る
レ

ビ
ュ

ー
に

含
ま

れ
た
研

究
の

対
象

者
は

、
8
歳

か
ら

24

歳
ま

で
の

子
ど

も
・

青
少

年
で

、
認

知
行

動
療

法
や

対
人

関
係

療
法

（
In

te
rp

er
so

na
l p

sy
ch

ot
he

ra
py
）

を
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
行
っ

て

い
た

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
者

は
、
教

員
や

心
理

学
者

、
ソ

ー
シ
ャ

ル
・

ワ
ー

カ
ー

な
ど

で
あ

っ
た

。
介

入
の
実

施
期

間
は

、
数

週
間

か
ら

3
年

 
う

つ
に

関
す

る
レ

ビ
ュ

ー
で

は
、
メ
タ

分
析

の
結

果
、
介

入
の
効

果
が

示
さ

れ
て

い
た

（
D

ia
gn

os
is

 o
f 

de
pr

es
si

on
 (

up
 to

 1
2 

m
on

th
s)

: R
D

 (
ri

sk
 

de
pr

es
si

on
) 

-0
.0

3 
[-

0.
05

, 
-0

.0
1]

, 
P 

=
 0

.0
1,

 I
2 

=
 4

7%
: 

32
 R

C
Ts

, 
n 

= 

59
65

, m
od

er
at

e 
qu

al
ity

）（
H

et
ri

ck
 2

01
6）
。
し
か

し
、
ど
の
年

齢
の
対

象

者
に

、
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
有

効
か
を

判
断

す
る

に
は

情
報

が
不
十

分
で

あ
り
、
適
切

な
コ

ン
ト

ロ
ー
ル

群
の
設

定
、
医

療
者

に
よ
る

評
価
や

長
期
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で
あ

っ
た

。
い

じ
め

に
関

す
る

レ
ビ

ュ
ー

に
含

ま
れ

た
研

究
の

対
象

者

は
、

7
歳

か
ら

19
歳
ま

で
の
子

ど
も
・

青
少

年
で

、
介

入
内

容
は
、

教

員
に

よ
る

S
ch

oo
l 

-b
as

ed
 

ed
uc

at
io

na
l 

pr
og

ra
m

や
P

ee
r 

le
d 

in
te

rv
en

tio
ns

で
あ

っ
た
。

 

的
な

fo
llo

w
-u

p、
有

害
事

象
に

関
す
る

検
討

が
、
今
後

の
研

究
に
求

め
ら

れ
る

と
指

摘
さ

れ
て

い
た

。
一

方
で
、
い
じ

め
に

関
し

て
は

、
ほ
と

ん
ど

の
介

入
研

究
で

、
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

効
果

が
個

別
に

報
告

さ
れ
て

い
る

も
の

の
、
メ

タ
分

析
で

は
有
意

な
結
果

は
示

さ
れ

ず
、
効
果

的
な
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

が
必

要
で

あ
る

と
報

告
さ
れ

て
い

た
（

Fa
rr

in
gt

on
 2

00
9）

。
 

 

む
し

歯
 

む
し

歯
予

防
の

行
動

介
入

（
be

ha
vi

ou
ra

l 
in

te
rv

en
tio

ns
）

の
レ

ビ
ュ

ー
が

1
件

、
フ

ッ
化

物
洗

口
剤

の
配
布
・
使

用
に

関
す

る
レ

ビ
ュ
ー
が

1

件
、

該
当

し
た

。
介

入
の

対
象

は
、

4
歳
か

ら
14

歳
ま
で
の

児
童
・

生

徒
で

、
介

入
の

実
施

期
間

は
、

3
か
月

か
ら

3
年

ま
で

で
あ

っ
た
。

 

む
し

歯
予

防
の

行
動
（
教

育
）
介

入
に

関
し

て
は

、
異

質
性

が
高
く
メ

タ
分

析
は

実
施

で
き

ず
、
現
時

点
で
は

、
小
学

校
に

お
け
る

介
入
の

有
効

性
を

検
証

で
き

な
い

と
結

論
づ

け
て
い

た
（

C
oo

pe
r 

20
13
）
。

一
方

、
フ

ッ
化

物
洗

口
剤

に
関

し
て

は
、
定

期
的

な
使

用
が

子
ど

も
の

永
久
歯

の
む

し
歯

予
防

に
大

き
な

効
果

が
あ

る
と

報
告

し
て

い
た

（
ca

ri
es

 o
n 

th
e 

pe
rm

an
en

t t
ee

th
 (

ne
ar

 to
 3

 y
ea

r)
: P

re
ve

nt
ed

 F
ra

ct
io

n 
0.

23
 [0

.1
8,

 0
.2

9]
, 

P 
<

 0
.0

1,
 I

2  
=

 5
4%

: 1
3 

R
C

Ts
, n

 =
 5

10
5,

 m
od

er
at

e 
qu

al
it

y）
（

M
ar

in
ho

 

20
16

）。
 

 

健
康

・
w

el
l-

be
in

g 

子
ど

も
の

健
康

課
題
（
全

般
）
を

ア
ウ
ト

カ
ム

と
し

て
設

定
し

て
い
た

レ
ビ

ュ
ー
が

5
件

あ
っ

た
。
介

入
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

は
そ

れ
ぞ
れ

異

な
り

、
手

洗
い

促
進

の
た

め
の
教

育
介
入
（
ア

ウ
ト

カ
ム

は
下
痢

予
防
）
、

学
校

給
食

の
実

施
、
放
課

後
の
ク

ラ
ブ
活

動
の

提
供

、
始

業
時
間

の
繰
り

下
げ

、
W

H
O
の

H
ea

lth
 P

ro
m

ot
in

g 
Sc

ho
ol

 f
ra

m
ew

or
k（

19
90

年
代

以
降

W
H

O
に

よ
り

提
案

さ
れ

て
き
た

、
世

界
的
な

sc
ho

ol
-s

et
tin

g
の

健
康

教
育
・
保
健

活
動

の
枠
組

み
）
で
あ

っ
た
。
介

入
の
実

施
期
間

は
、

短
い

も
の

で
数

週
間
（
学

校
給

食
と
始

業
時

間
の

変
更

）、
長

い
も
の

で

6
年

間
（

H
ea

lth
 P

ro
m

ot
in

g 
Sc

ho
ol
）
で

あ
っ

た
。

介
入

の
対

象
者
は

、

幼
児

（
手

洗
い

促
進

）
か
ら

18
歳
ま

で
の

児
童

・
生

徒
で
あ

っ
た
。

 

手
洗

い
促

進
の

教
育

介
入

に
つ

い
て

は
、

先
進

諸
国

の
保

育
施

設

（
ch

ild
 d

ay
-c

ar
e 

ce
nt

er
s）

で
の

介
入
が

di
ar

rh
oe

a 
ep

is
od

es
を

減
ら

す

効
果

が
あ

る
と

報
告

さ
れ

て
お

り
（

E
je

m
ot

-N
w

ad
ia

ro
 2

01
5）
、
学

校
給

食
に

関
し

て
は

、
発

展
途

上
国

の
と

く
に

貧
困

家
庭

の
子

ど
も

に
対

し

て
、

効
果

が
示

さ
れ

て
い

た
（

W
ei

gh
t g

ai
n 

kg
: M

D
 0

.3
9 

[0
.1

1,
 0

.6
7]

, P
 

<
 0

.0
1,

 I
2 

=
 4

1%
: 

3 
R

C
Ts

, n
 =

 1
46

2）
（

K
ri

st
ja

ns
so

n 
20

07
）
。

放
課

後

に
、
宿
題

の
サ

ポ
ー

ト
や

ク
ラ

ブ
活
動

を
提

供
す

る
介

入
プ

ロ
グ
ラ

ム
で

は
、

宿
題

の
実

施
率

や
体

験
活

動
へ

の
参

加
の

向
上

に
は

効
果

が
あ

る

が
、

so
ci

al
 a

nd
 e

m
ot

io
na

l 
ou

tc
om

es
と

い
っ

た
健

康
課

題
に

関
す
る

効

果
は

報
告

さ
れ

て
い

な
か

っ
た
（

Z
ie

f 2
00

6）
。
学

校
の

始
業

時
間
を

遅
ら
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せ
る

と
い

う
介

入
研

究
で

は
、

1 
C

lu
st

er
-R

C
T（

n 
=

 3
7）

が
生

徒
の

睡
眠

時
間

や
集

中
力

の
向

上
に

有
意

な
効
果

が
あ

る
と

報
告

し
て

い
た
が

、
結

果
の

一
般

化
可

能
性

を
議

論
す

る
に

は
エ

ビ
デ

ン
ス

が
不

足
し

て
い

る

（
M

ar
x 

20
17
）
。

W
H

O
の

H
ea

lth
 P

ro
m

ot
in

g 
S

ch
oo

l f
ra

m
ew

or
k
に

関

し
て

は
、
ア
ウ

ト
カ

ム
の

ト
ピ

ッ
ク
別

に
分

析
を

行
っ

て
お

り
B

M
I、

身

体
活

動
、
果
物

野
菜

の
摂

取
、
喫

煙
、
い

じ
め

の
被

害
と
い

っ
た
、
い
く

つ
か

の
項

目
に

関
し

て
は

、
そ

の
有
効

性
が

確
認

さ
れ

た
と

報
告
し

て
い

る
（

L
an

gf
or

d 
20

14
）
。

 

行
動

問
題

 
攻

撃
的
行

動
に

関
す

る
レ

ビ
ュ

ー
が

1
件

、
認

知
・

行
動
・

社
会
性

／
情

動
の

機
能
（

so
ci

oe
m

ot
io

na
l f

un
ct

io
ni

ng
）に

関
す

る
も
の

が
1
件

、

セ
ル

フ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
に

関
す

る
も
の
が

2
件

、
該

当
し
た

。
介
入

の

対
象

は
、

3
歳

か
ら

16
歳
ま
で

の
児
童

・
生

徒
で

あ
っ

た
。

介
入
プ

ロ

グ
ラ

ム
の

種
類

は
、

S
ch

oo
l 

-b
as

ed
 e

du
ca

tio
na

l 
pr

og
ra

m
や

P
ee

r 
le

d 

in
te

rv
en

tio
ns

が
主

で
、
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

実
施

者
は

、
教

員
や

研
究
者
・

専
門

家
で

あ
っ

た
。
マ
イ

ン
ド
フ

ル
ネ
ス

の
技

法
や

、
ロ

ー
ル
プ

レ
イ
な

ど
特

定
の

教
材

を
用

い
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

行
わ

れ
て

い
た

。
介

入

の
期

間
は

、
数

週
間

か
ら

、
3
年

間
を

通
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
あ
っ
た
。

 

問
題

解
決

能
力

を
養

う
介

入
プ

ロ
グ
ラ

ム
で

は
、
児

童
・
生

徒
の
攻
撃

的
行

動
の

減
少

に
（

W
ils

on
 2

00
6）

、
セ

ル
フ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
ス

キ
ル

を
養

う
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
セ

ル
フ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

向
上

や
問
題

行
動

の
減

少
に

（
P

iq
ue

ro
 2

01
0）
、

ま
た
マ

イ
ン

ド
フ

ル
ネ

ス
を

取
り
入

れ
た

介
入

で
は
、
認
知

や
社

会
性

／
情

動
に
関

す
る

ア
ウ

ト
カ

ム
に
（

M
ay

na
rd

 

20
17

）、
そ

れ
ぞ

れ
効

果
的

で
あ

る
と
報

告
さ

れ
て

い
た
。
い
ず

れ
の
研

究

も
、
介

入
直

後
（

P
iq

ue
ro

 2
01

0；
M

ay
na

rd
 2

01
7）

や
1
年
以

内
（

W
ils

on
 

20
06
）
の
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価
の

た
め

、
長

期
的

な
効

果
に
つ

い
て
は

今
後

の
研

究
が

必
要

で
あ

る
。
一
方

で
、
プ
レ

ス
ク

ー
ル

で
実
施

さ
れ
た

自
己

制
御
（

se
lf

-r
eg

ul
at

io
n）

に
関

す
る
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
そ

の
有

効

性
は

示
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
（

B
ar

on
 2

01
7）

。
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